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　　　　　　　　　（1958イト9月201レ驚エ’IID

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C。1－1）etiti・n・　CJ・　Viner　ancl。the・s．1（ed．，：Readings

　　　　　　　　　1もんだい　　　　　　｛・P・i・・Th・。・y．1953．　PP．485－－501．）な、ビが，

　現実の市場が不完鱗争とか独描協とか1・｝噛、ぞ鱗　　　’職テーマに関鰍・剤・1伽・・耽騨勺オ・洲乍であ

争の揚であることについては，既に腿々冊い，寵たその　　　　　る゜

下における繰営政策のいくつかの間題については若・卜私　　　　　　なお・最近の女献に・τ・いては次の・ll・1：σ群1：なみられ

見を述べてきたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいn

　騨のためか，こうした醐“i・にお磁：喋立地政va：　　、　W」…d・LQ・ati。…dS・p・磁・。・・my；

嘱究は，来だ余り行われていないよう1・賊けられ　　AGeneral　Th・・ry　R・1・til・g・・1・d・…iElt

る・それ故，こうしたi瞭鰭癖・｝一棚一段階として，　　Z・。・・ti。・・M・・k・t　A・e・・，　La・d　U・・，　T・・cl…nd

複占の市場をとらえ・しか蝦ξ・れた灘1・）もとで，fli　　U・b・・St・ucture・1956・PP．158－・168．

場の長さde・gth・f　the・・a・ket），輸送費（c（，、t。f　　（Z｝手1“稿「不1｝tl鱗制燭と供縦iヒ決定」（f、洲

t「ansp°・t）及び弓ll卿i陥（d・li・ered　r・i・・）或ジ嬬・要　　大学繊維・糊；研郷晧・第7号，　D…mbe・．19S7，

liHi格（d・m・・d　p・i・・）lt・a）関働・ら，い臆婦：1敬　　PP・169－170・）

コニ場を立地すれば，最大利1閏なあけ9うるかを考えてみた

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　仮　　　定
．こ V融立地を灘するには・髄耀・・覇う　前述・糊騨蹴・，i脇・畑、圃、騨紐

で述へたように三つの〃イブ鰐えられるが・eこでは　状の・t賜鯉を翫るII）しかしpgl　i・ko：’　，，kる説明に　1：、、．、．、

C°u「n°t㈱i∫提をと礁1卿みの嚇…1・細・騨題　て，・a・・無の・琳鯉では灘・な、1，，，で，。の醐．

を二以下飢い分析ながら；IEI“べてみたいと思う・　　状鯉を示漸して，醐の拡・い搬酬制、1融限び

㈱（ ｻ・H°telli”g：St・bili・y　i・C・mP・・i・i…　鋤との関1緬≒づ一・とにする．・a・齢，弓1渡1，醗
　　　（J・Vlne「and・th・・s　ed・・Readi・9・i・P・i・e　は，珊にて融者矧渡一，」－kIil；’tg・　rv、　，、構1逡費勧，瀧

　　　The°・y・1953・PP・467－484・）　　　　　ものである。

　　　　　A・P・Le「－nd　H・W・Si・ger・S・m・N。・es　かくて，・・でal・欄は，樂【　111勺鰯りをもv，、混。）

　　　°nDu°P°1y　a・d　Sp・ti・I　C・mp・titi・n．（The　でなく，1酬｝に隔れた1轍と庶、。

　　　J°u’nal　cf　P°liti・ai　E・…my・Ap・il・・937・　（2）i舗畷禰・の繭：糸・酬∫場麟つて．．、．椒、

　　　PP・145“－186・）　　　　　　　　（unif・m・ly）醐されていゼ、。
　　　　　A・Smithies：°pti・ium　L…ti。・i・Sp・・i・1　〔8）鳴・…岨鞭も・・一・）　t　A，　B鵡ノ、．、a・榊揮爵，．、，

　　　　　　　　　　　　一　　　・　　　…　　　　　　　　て，かれらは，はじめ対称1「i勺な位il学に立地する。

＊信州蝉繍齢工鞭轡掃縢　　　　鯛・場のi・？・　・］・…1）　iT…縞唯一り酬、酬各激。Q



肇穿坂：榎占と．：〔’業立重也政築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 137

　その価格での需要量は，ヨリ低い引渡価格咳課した競　　　　A，B夫々の立地，価格，彼らが供宗合する需要者の位

争’1層によつて供給されたものである。　　　　　　　　　罎及び諮要価格は，M’AP’Rt及びMBPRの文字Yの

　（5）A，Bは無限に大きなll出ll：を供給｝Ili来る∩即ち　　　ような図によつて示され網る｛、

生産細ljはゼロである。　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわ」ら次の如く馬である。　M，　Mtは，　B，　Aの位置

　（6）A，Bは彼の立地をl　l開的に，そして費1：IIなしで　　　を示L．，　M，　M’とく」OPかρユの距離によつて測る。

自rhに動かしll拷　　　　　　　　　　　　　　　　　MB，　M’Aは，　B，　AのLII．，：場渡価格を示一1’a　MP及び

　（7）　販売費用には種々の・1生質のもの〉があるが，輸送費　　　MR，　M’P’及びM’R’は，　B，　Aの生産物を購入する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　’のみとす属　器し輸送費は距｛弐ll仁に伴う需要者の選好　　　需要者の位嚴を示し，横ilill【はそれら0壇：地を，縦llllllは需

（preference）を最もよく反映するも〔7）と思われるから　　　要fllli格を測る。そしてそ涛Lβの凶：線の傾斜は，輸送費；報

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示し，従つて，線ヒの各点は，A，　Bの立地点M’，

　（8）A，・Bにとつて，一一・醐、1：の商品σ）ilil、’，：距離！tlり1愉　　　Mから遠ざかるに”）れて輸1齢1〔が醐くなり，：・PiiXt］．i，，：；都対

送費はコンスタントてー偽ζ）c，そしてそれ｝測lll」垂される距　　　する｛ll｝1格のh・腎を表すこととなるoな；お，　PR，　P’R’は

離や商品o堀li格や数11：とは無B！l係である。　　　　　　　　B・A夫々の生藤物を供給り’るlif場の艮さであるo

　（9）　輸送費は1ヲ，，要爵によつて吏：払われる。従つて，A　　　　次の仮盧は巌．修肖A，　Bの相手の行動癒，　P又はその反

Bとも・異つた需要者に玄・比ノ，・：別価格（discriminatory　　応を予1！11」しての行動に関してであるo

P・ice）を、酎る・鏑Ill勅い。　　　　　働濡～曙に述べt，、1、、1く，競繍瓶，、，麟鹸施す

　（10）A・Bは引渡価路で11反売する。従つて引渡価格は　　　る態度には二つ，すなわち指梯的態度　　（leadership

l可1謂「需要価格一jに等しいQ　　　　　　　　　　　　　　attitude）と費動lfl勺態度（accertive　attitude）とがあ

　（ll）いかなる揺要者も，引渡fl晒格以外には将殊のf，1庶　　　る。これを，本稿の場合にあてはめて君えば，前者は，

　　　　，　，
者に対し選好を持たない。　　　　　　　　　　　　　　例えば，Aは，「園分が先行して指導的にdifi格や立地を

　㈹鰐材料地，労働fkte地，資金調逮地などは，すべ　　 決俺すると，相千Bは，肉分に従つて価格を等しくしよ

て二L場立地点と同一一・一点に位隅する。　　　　　　　　　　らとしたり，対称的な位撒1こ立地しよろとする。」と，予

　㈱　A，　Bの跳争削のもつているi・1・i‘場の長さ及びll11　　測して行動する態慶であり，後者は，　Aは，「競争相布

場灘格〔（mill　p・・ce…ac…y・・…）（一謂齢　・聞・｝・瞭1縣に｛111i榊襯を醗す・。」と予？rl］

く同一である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，Bのパヲメ・一　9一は与えられたもσ）として，畳動

　⑬　需要価格と市場の畏さとが金く比例するものと考　　　的に政策を行ら態度である。

えて，換需すれば・Tl了場が遇圭ければ遠い程・需要価格も　　　　他の稿でCournot的前提と11乎んだのは，　A，　Bとも

大きくなるものと考えて儒要fllii賂及びA・B央々の市場　　　に受動的態度癒とつた場合で，　Stackelberg的前提とは

の金体の長さを工とする。爾需要価格と一・1桝’：の商品を　　　一力が指沸Fi勺，他方が憂動的態慶をとつた場合で，寂た
　　　｝　　N　｝
市場の全体の長さに亘つて斬町遊する犠用との1・ヒ率をωと　　Bowley的前提とは，　A，　B母輔べて指導的態慶をとつた

し，この比率ωが種々の値をとる場合の立地を考える。　　　1島合のことを仮称したのである。

　上述の仮楚はFig．1によつて説明される000’は市　　　　本稿では’　A，　B相コπがその位置について1受動的態

場の金体の長さで，AとBとは1産者A，　Bの最初の僚　　　度をとるCournot的前提の場舎，換雷4れば，お互

fi／／i：を夫々あらわす。そこで，　OBと0’Aとは，競争者A，　　生産者が，競争相乎の工場渡価格と立地とを示す位置

Bの芒4．な統制内にあるので，これをA，Bの「後背地」　　　（position）を厭健なものとして考え，密た，たとえ競

（hinterland）と呼び，　BQとAQ’とは，　A，Bの価格や　　　争相乎がその位醗を変1ヒしたとしても・変化後の位蹟を

立地の操作如f1・∫によつてその畏さを変化する故，これを　　　最後的なものとして，もはや以後変化しないと推定して

仮に「睨争領域」（competitive　region）と1呼び，　QQ’　　行動するというケースのみ考察し・他のケースは別の機

はA，Bいずれの支配にも属していないから，これを「無　　　会に譲りたい。

酬繊」（i。diff。，e。c。，egi。。）と仮称す潔鯖s　〔註〕（1）この立1姻は，緬の者　合」、，1　　愛させて・・

PQとP’Q’とは，　A，　B夫々の1：1：場渡価格と立地との　　　　　　ただいたQ

関髄示す鰍であ・か…れを，、A，，・の立地flh線　　（2）：1二・易澗隈・，・・も脚壱・な…のは

（location　curve）と呼ぶことにする。　　　　　　　　　　　　既に両者が極大利潤の位躍にあることを想定した
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　　　と同じである。　J．Robinson：EconQmics　of　　　ンi財二）・ll♪需要fllli路ell命送され得る距illl仁脅d．1ゴ・｝一オ1げ，　dは

　　　Impe「fect　C°m・・titi・n・195°・PP・54－55・劔（l　　　　d－⊥」．…＿，．………．〔2〕

　　　されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sl　　ω

　　　（3）A．Smithi。，、ibid．．　P．489．　　　　である・従つて市・場州木の長さ1と11i命1垂費s樋〆ス

　　　（・）A，P．・erne・、nd　H．W，Si。9，，，ib・d．，　”1』と辣ば・融1・11i格b卿1川は・　1畑ljl：1舳

　　　P．、52．　　　　　　　　　に・の1妙か・或はd蝋IJI1伽け・絆・・　徽伽゜’
　　　（5）拙稿，前掲論女．PP．ユ69＿、7。．　　　増加は・1・b個三・1・蜘い’の増力ll誠はdの減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小によ・つて、示さ牙1tるc、更に，　s，　bの1直嬢∫1司・・しり；弓∵4rと

　　　　　　　　3　立地の決定　　　　　　　　　　すれ．ば，市場の．嚇雄長ぐ’悌こと1’；k　，llげと1．1二伽’1勺

　最大利潤1壌得のための価格政策には，価格を切下げご，　　にωの増加か・或はdの減少癒テ｝司旧こと・ヒなゐ。

か，弓ロニげるかの方法のあることはいっまでもf：ilい。しカ．　　“・t　l，　1）・・吸びdとび欄係は以Ed．）；ごとくであ～1，

し一一般的には価格を切下げることが常f、T：段であろう，、　　　から，こ（∵C　s，　bをコソスμン．トと［，で，図解｝「1勺蹴

殊財リーa“・7ileリーとか被構どのよう醐儒そ・で・1・　醐煮串，に’li　lい・°畷噛醐G’・）恥♂畷撚

る。蓋し，次のよう叛ことのiゼわれる理由にkるf，、すな　　　．kつてポずことは許さAl”11’一）　［｝

わち，A，　Bの複占汗があ11・，として，も［、　Aが価格を引　　　　そ・∵（：㍉Fl9．1からFig・7にll♪た・、ての図し工9すべ

」1げたとすれば，その鏡争1こ｝lrBは，何等・カストー・F）’一ジ　　　て縦軸に需1饗価賂，横IIlllにllゴ場の全体の⊥…L，，’1『｝：iわ’も

r－一 �ｹずとも，自然新しい濡要拷を潤孝て，ことになる。従　　　距剛ヒ渕1）・　それらの長さは，夫々，　額文窺に」二り単位

つてそれに対するBの凹擢ミな反応は満足をL・」．て，事態を　は異るカミ1とし，耐才・晒翻幽1収tangent）にして，

静観することであろう。然るにもtAが価格を切下げノL　　Fis「・　1て示せばOP〆OQの如く図猟しうるけ

とすれば，Bは目己の需要蓄を蚤食されることに歳るか　　　　康ず・ωが非常に大きい場イ「，す賑わち，　QO＞「t，＞2

ら，これ、に対してBは何等かの報復び）ストヲ＝i一ジーを講　　　のケースから，そ¢）立地を決完し．てゆこうOこの場脅，

ずるであるう。かかる場合，勲も鰹通のXトラテジー一一　　（2賦から明らかズ翁ように，A，　Bのlll場の上菱さdは・d

・・，．恐らく・と1・欄・・1…i網下げで繍．］／う・くし・，・　く壱・・臨従っ・A・・㍑蹴㈹逗をいと嚇

は，もし価格弓ll：げの策測」をするならば，広い市場を失　　　に，A・B何れによつても未だ供給されない無』’：別領城

うことを覚悟しなければならないであろうし，もし価格　　　RR’をもっFig・1のような図が描け孫6ζ：こでは，　A・

切下げを断行したとしても，競飼・胴綿の報復千段とし　　　Bとも相互に価格切下げ尉して・他の如配市場争奮を企

てのストラテジ・－H．を考・えると，それほど市場の拡大を期　　　陳1することは恐らくある玄い・唯・出来と♪だけ価格を低

待すること瞼いであろ隙しカ．し．儲の聯の方が，　くして論醐畔分だけ電、欄したい拷えると思

前者より若干艮策であろうと言い得るからであるゆ　　　　われるoそこでA・B相7ゐが，他は岡じi、｝：置の霞まであ

　従つてわれわれは，一づ∫の複占者Aの，　価格切下げ　　　ると期待して，r度市場のi｛・分を1｝iむるに十分な粒：置に

の仕方による1礁政策をなそう，とす署，齢を醗点、とし　轍すべく・A洲i幣AW齢M”にEJJI・’e・」t　ilf・か，4し・

て，立地決定の条件を導出してみよう。　　　　　　　　　　くはA・B夫々自己のlocation　curve　P’Q’・pQに沿

　問題を進めるための顛純化として，嗣節の仮楚に璽1こ　　　うて・M’からNt・MからNと立地移動するであろうe

一つ想定を加え・・それは，・，・各・の瓢者の欄　すなわち・・はAと無縣こ，・i蹴PC’：一・一去・

的に非弾力的な需要の1～限が同一であるということであ　　　位殿OB’及び工場渡価格OIくを夫々

…の限界を鞭稲（・・m・nd　p・・ce）と鴨　　　・B’－S・一去，　・K一レ1・

いま・一単位の齢・騨f、蹴輪送す鞭用を・，Tti　の値のところに蜘する．そし・謝称厭側i鵬憾A

場の全体帳さを1・一戦の齢の前述の蘇の徽　赫，価番糊下げ媚いた・つたものの，B鈴く類鰍た

1酪をbとして…＾戦の商1臨醐疏体畷さに　・ll｝：ytカをとるもの拷、棚、塔縦・垢その工膿1、鵬は

慕輪送欄用の’酬各に網ヒ鯉す、蹴甑1繍灘ま゜P舜・「｛…燃

　　　　　　　　一ぎ・…一一・一…一ω　　f，1．し一芯。の、脇蜘、，鼎，撒、，焔層、，職

である。なお，一一単位の商rl71が単付：難用（unit　cost），す　　　争が考え褐られるが，新、11地点からσ：⊃1．：場渡価格切冊1マげ
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P R　C！　R／　　　　　　　　　　　　　P’

BB／　　　　　Q　　C　Q／　　　　　A／A
0！

Fig、　1　（co＞co＞2）

政策は，多分に相互の破滅III勺闘争（cut－throat　cc｝mpe一　　　こ言’Lは，　A，　Bが既に全市場の・llt：1，〉つつ独占している

titiOll）　になる危険｛生を含んでおる。それ故これ以」二市　　　こと凌示すものであ為。しかもA，　Bの立地点はOPよ

場騨の辮は行繍ない・…の瀕当であろう．か　映・腸にあつて・瑚脚㈱去である・こ

くて，以上のような関係のもとに，安薙的不均衡として，　　こでは両者は既に相等しい極大利lll！ゆ位醗にあるから，

A，Bの立地は決驚されると雷えようc　　　　　　　　　　恐らく現在の位澱のままに立地するで凌）ろうoもし距に

　つぎに・ω＝2なるときの立地はどのようであるかを　　　価格切下げを行つて一応販路を拡火し得ても，想建が
み・う・・こでは・（・）式から・一告なる・と醐1圭1で・　C・一・lll勺肖・・提であるから醐・報欝段・・くると思わ

Fig・2では　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。従つて，相互の適応過程の後には，結局元の位

　　　　　　　PR　＝PfRt＝。　d＝tt－　　　　　　　　　1齢AはM’，　BはMに立地することを最有利と考える
　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であろうqかくて，ここに安定IVV不均衡が得られるが，

P
R・C’・　Rt

@　　　　　P・

．ifO『 aQ，C，Q！A
0！

Fig．2　（ω＝2）
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Ci点に付：躍する所謂限界需要者　（marginal　custolllel－）　　川はAから或はBから買おうと全く同一一である。前述の

の選好と，A，　B　a）境界が隣接しているだけに，　A，　B　　　所謂1限界ll要’で」　（marginal　custemer）はこのよう

の投機的野心如TVirに、kつては，その安寵性の崩されζ｝こ　　　A1要’fを、1”、。

とがあろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BがSからQの方向へPQに沿つて動くとき，　Sのお

　更に2＞ω＞1の場合の立地を考．、1してみよう。ここ　　でSWに等しい距離｝こいる’ilV要者にとつての，　Bの商品

では，もはや無2別領城が消滅されてし京つたのみなら　　　の費用は，Bが彼の価格を減少一Lj’　V」臓だけ減る。盈いli爾

ず，A，　Bの競争ll〔域が，多かれ少かれ交錯している。　　　送蟹は不変だからである。ところでこの需要者はいまや

従つてこのケースは，価格斗争の最も激しく行われる筈　　　．i　ILiの距離だけAにヨリ近づいている。それでAの商品

の市場構造であるo　（2）式により，dの値は　　　　　　　　の，このll［、要者に対する費用は，同じ1’1：だ1ナ減る筈であ

で＿。か。餓㌧＿lll灘欝欝騨lllll
∵艦箏翌蹴㌍；簿、巾場：諜讐1ζ麟論糊繍
帳さを完金・もつとす繊Bl・、」・・鴨・鋤　は，・・かeL｝　a・・li・剛剛ll／Jllに寒し…そ轍・…瀬　1・

し・1－dの市場なノ1金にもっ・．：とになる。い象A，B　　　線はlocatiQn　curve　PQと岡じ傾斜ωとなる。　すなわ

の関係を上記のように想定し，さらに｛廊∬通りAがfi1M」fi　　ち，　WTはPQに～1λ行である。

切下げを脚行うと傑して最1獣立地を灘はう・　細ll1椒塀鶯紛であるTUは水鞭ある謙し・
この場合の論を進める必要・h，Bの需要曲線をFig・3　　　Bの販売が価格AT，　s’1．地DでOAからnV多く拡火す

において規定しておこう。　　　　　　　　　　　　　　　　K，とき，BがPQに沿うて下へごく随かでも動けば，　A

　もしBが商品を供給するにi際し，ωの値が非常に大き　　Cl）Mt地点より右の需要者を全部獲得し得るだろうから

くて，競輔物儲によつて黄モ多響されないとすれば，　である。Bの臓は0αにまで拡弓財縮で踊。か

彼の瓢醐暢の傾斜をもつ適藩襲pvである・蕾　くてB肺場醗｛本に．lr：ilv・）て鰍することに嫡。

し，㈱鹸がf備の減少1こ等しい距離だけ・何れの1興ljに　最後の辮｝で踊UVレ意，　A，　Bにとつて1陽の無

於ても価格低下が彼の供給する市場の長さを増加するか　　差別領域である。従つて，A，　Bとも相互に誰の存在の

畿篇號繍議乏鱗薯鷺響影響・な、島硫され，　pwと1司じ騨もつ謝

響され，PV直線が不連続の蔵線として，　PWTUVによ　　線となる。

り示される。というのは次の理由｝。よる。　　　　ところで，AがWからM”にまで瑚測・嚇のWl下

まず・曙勲線嚇一の部分・Wは曙の灘をも　げをf‘i“　”）たときのBの瓢醐はどのように：e1－ssさ泌

つ。その理由は，前述のように価格の低下は，何れの側に　　　であろうか。この場合のAの市場はP’R’からP’R”と・

おいても露要を増加するだろうからである。Fig．3にお　　　R’R”だけ拡大されたことになる。従つてかかる場合の

いて，もし連続的に引渡価格をOPからOKに切下げる　　Bの需要曲線は・前と同様な珊ri］によつてPW’T’T”U’

ならば，その立地すべき位澱は，10cation　curve　PQに沿　　　V’曲線という不連続な屈折曲線となる。

つてPから・・動くであろう．そうすると，需要はKW　さて・ここでは，　Aが・弓・・地点M’・・立地しt　・ff・

＝＝PR　lに達するように増加し，　PはPWに沿つてWへ　　　さdたるP’R’の市場をもちながら，更に市場を拡張

動く・この点では・従つてPSの灘1・の半分劣・・傾余　　せんものとしてエ∫撒　lli髄切下げた・すなわち，　Fig・

をもつPWが通り，ここからBはAの需要者を蚤食し　　　3で雷えば，　AがAM　lからAM1”と・M’M1　ttだけ価

始める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格を切下げた，と想定した。これに対してBがとる対抗

　需要曲線の次の部分のWTの傾斜はωであろう。い　　　手段として三つ考えられる。

ま，Sの右にあって，　SからSWに等しい距離にイ1澱す　　　一・一つは，立地移動であり，つぎは，硯在の1耀1：のまま

る需要者を考えよう。BがSに立地するとき，この需要　　　でおることであり，殻後は，　Aと同様工場渡lllli格を切下

者はR’に位置する筈である。この需要者にとつての費　　　げる方法である。
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た蹴象欝繍識矯き乏編罪一きイ・…・・

げることが得策とは言えない。寧ろBがAの立地から遠　　　　Aの産出量は・llili格切下げ以lii∫の産出1辻dに，111【i格を

ざかつて位澱する策が，切下げたと同じ効果を発揮する　　　3ω一5だけ切下げたことによって増加した販亮111をプ

ならば，この策は最も賢明と言えよう。蓋し，Bがもし　　　ラスしたものに等しい。すなわち

工場渡佃酪を切下け’るなら鵬次の段階に於て，Aはま　　　　　　d＋麺：1．M5－　．，　3　＿、垂．

た更に価格切下げをする刺戟を与えることになるからで　　　　　　　　　　　　　ω　　　　ω

ある。　　　　　　　　　　　そ轍，Aのundercuttingしたときの利　蹴
い・，…この策鹸行・得・糊・・存僧るとしよ　　（ユー．　3　（v2）（・一誇）一・……（・）

う。しかもその立地移動の効果は，Aの価格切下げと全　　　である。

く同じ樫度にBが価格切下げを行つた効果と同一である　　　　Bもこの利潤に等しくすぺく新しい立地点Sを選択し

としよう・すなわち，Fig，3で肯えば，　Aが工場渡価格　　　たのであるから，このSにおけるBの利1悶

羅欄認羅黙講貰熱　　登ヂ・・準（3一ω一竃）も一・…・…㈲

大する．しかもこれは，Aがllll㈱rドげを行つ鰍｝姉　　とAの利1閏の式（3）とか灘しい筈で繍・

場帳・・’・”と同一・す・・・…ので施か・…　（1　・－3ω→軸52）（・滞）一権紛む一・・（・）

の瑚脚㈱mヂの結果の利灘，Aのそれと全く1‘El　。の㈲式から

鵡搬繍器鷺竃震董鴬謙瑚　　一・・9te・9i・ij－U：”dy・．・・

慕細驚藁鰹望鰻饗藁欝禦　 （蝋定…＋23 d≠五の㈱除く）

Aの・・d・・cutti・g後の，エ1搬イtlli格AMI・・は　　を得る。すなわち，これは。一、＋23＋而咋1．7。のと

・M・〃－AM’－MW－AM’一（・E・－AM’一 @き，。は，　Aの工繍、醐下げ。対ご』、。，、こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SE－SZ）・　und・rcutti・gしなくても立地を移動して以てund，r．
・・ろで・…Aを蚕飢な・・です馳慧はSL’の　、utt・。gの効果が得らli。た。とを示すものであ。。

ところであり・よつてFig・3ではSl・して，　OPカ・ら　この齢Bの醐帳さは

騨KSは　　　　　　　　　　、．dM三戚．臨鐙
　　　　　　　　　　KS．．L．：Ld　　　　　　　　　　　　ω　6363
　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　故にdに対する割合は

か肝櫛格は’Sが1°cati°ncu「vePQ上にある　　（・一・）－1－・es…

　　　　　　　　・一≒d・一％一・　　下隠1・瀦慧勲蓋繍燕野製

雲あり・その空曝（°utput）1ま・1の蜘i生の点が・　上・・つてA，・の瀞領城・・毒d以下の場合可能曙

傾斜ωをもつes”＊’v」ftの需蜘由線の中点にあるから，　　える。

3iω・d遷誤　　　　かように・・が立・也移動して蹴すれば，蝋まデ・そ

またF’9・　3で @，．．　　編辮喫離灘禦義空毒旛
　　　　　　　　KT写ぞ汀　　　　　対抗轍として，その礁切下げをA胴じだけ断行は

　　　　　　　　SE＝＝PRt＝1－d　　　　　　　　　　　う。そうするとAは，彼の10cation　curveに沿うて立地移動

　　　　　　SZ　i2STt　・2（KTt－KS）　　　　　　　　するであろう。これが幾慶も繰返され，Aはa1→a2→a3…，

従つて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bはb1→b2→b3…の運動系列をなす。相万に未供総市
AM1”一壱一［・一・一・（もiヂL早）｝’　搬書・肚・つだけ…逆・・言えば切・独、…轍
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P

K

R”R’　RR’”　　　，

b2　Wノ

　　　　　’・、Z
M　　　　　　＼、　　　　M！

o　　B’B　　 Q　AAi　 αV！V　　　　　　　　　　　　　　Fi鼠．3（2＞ω＞1。1）

・書・・賄す・か・・ここで・i・・轍1・・格1・W…避　　・・〔1－・・一…〕…・………・……・（・）

けられよう・かくてこれら嚇i課としては・BはS点に・　で、脇ところで，Bは／囎刎、欄の鯨で繍筋，

AはW点に批する・すt…わち・縮／l勺穐衡のもと　そのB職1蝋Mで岬ll間は，

にその立地

ﾛ讐　二論　騰ρ臨II羅諮し譜
である．従つて，。の値が。。〉。＞2や。＝＝　2の場合よ　もある酬の輔Mにあ焔からである・）

り、立地点は申心にヨリ近いものと雷えよう。　　　　　　　であるから，

つぎに，Aの瑚灘嗣下げ・C対・，・・構の手　　壱・看・尋・…一一一・・一一（・〉

段を講ずることなく，駝の憾・す「・　ibち灘の蜘　となる揃述から（6）式と（賦と購し曙であるカも，

蘂乞璽繁灘騰鏡灘搬集；竃竺　・・〔壱一（・一一・）・］一呈…一……・・（・）

と同様な価格切下げを行つたのと同じ結果が得られる環　　　　　㈲式から

糊議脳翻織翻聯存塞藩一響：豆≒…3・・（但し憾・3￥豆の脚

蕪螺撫議器脚麹麓搬，　3響≒、．3、の、き，＿　述

の価格を丁度全体の市場に供給するに十分なだけの高さ　　のことが可能となることを意味する。

まで切下げると推知される。Fig・4で言えば・AはAM’　　　しかして，　Bが現在の位鷹に止まつているため，　Aは

からAM”・にまで価格を切下げたのである。従つて，　A　　　なおこれ以上のストラテジ…nyは行わないであろう。かく

のY型の左の部分と・Bのlocation　curve・Bα）需要曲　　　て，　Aは街→a2，　Bはbt　・b2　という運動系列にして，

線のFig．3のWtT「tにあたる部分，またBのY型の左　　結周このケースも亦前と同様，安定1「1勺不均衛の点とし

の部分とがすべて一致する。よつてFig・3のW’点，R”　　て，　AはMt点，　BはM点に立地するものといえよう。

点は，Fig．4ではP点の一つに集中する筈である。　　　　具体的には，　A，　Bそれぞれ

・’ま，ζの想定をF’g・4で描1ナば・ @　　　　・－d2’≒書，　鶉
・M，＝一p，M’M”一（・R’）・・PR’－1－d，　PP’－1で，瀦・も全・1・・湯の中心点・醐か・・1の地・気・の

であるから，Aが工場渡価格を切下げたM”点の利潤は　　　間に立地する。
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P，WlR”　　　R／　　　　　　　　　　　　　R

K

0

M　　＼M・

　　　B　　　　　　A
Fig，　4　（2＞ω＞1　。∬）

Pノ

0！’

対騰1孟謬1潔1。、熱1欝脚難　　、－A、．、透一（・主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
考齢島＿、＿．すなわ。，。がAM，　　　剥〔愛≦と・）・〕

一壱を・全暢舗鴇を供給・網・i格・M”醐下げ　・つ・その利潤は　　一　ca

l識1：。磐から・B胸」ドげ職〔1－一（ト・）・］｛亘互：㌔（1一明｝…（1・）

　これは，両薪とも極大利澗を得るべく操1乍を考えたと　　　前述から・（9）式と㈲武とは相等しいから

灘畿ご1饗1灘に鷺た牙長ラ講　1・〔去《ト…碓一・・一…〕

螺臨鵬翻幽【1鋤1による゜よ　　｛ト軽1明｝一・・11＞

　Aが工場渡価格AM’をAM”に切下げたのである　　　（11）式から

から，前のケー一スと同様，AのM’t点の利潤は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω＝．a累1．5

　　　　唯一）・〕一…・………一…｝　　碗，蜘，∴の＿、．，であ、。と

である・ここでは，Bも郷1じtCTだけunde「cutti・9し　を：酬ける。この嚇，　Bが・nd・・cutti・gしたために，

たのであるから・BのM’”点｝こおける利潤は次のlll　〈　－C・ @Aはなお　1［i格をりmヂる運動を騨Hするであろうか。恐

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らく・Aはそうしないであろう。藩し，AのM〃点以一ド

　まずBのM’”点における」二場渡価格は　　　　　　　　　のココ易波価格の切下げは，全体ヴ珊∫場が一＝ンスタントな

　OK，　．　OK＿KI〈，＝　BM－－BM〃・＝＝AMt－MtM〃．．、－1、＿　　　だけに，かえつて損失となるからである。かくて，　Aは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　（1－d）ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a1→a2，　Bはbユ→b2の運動をして，A，　BそれぞれM”，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“tであり，その産出璽はd－AQである。しかして　　　　　　M”，の地点に立地するであろ％しかしこの場合，　Bが

　　　　AQ一鯉r．，。M〃。。K’　　　　その1°cati°n　cu「ve　pQ　・・1’・のM”・Aがその1・cati・・

　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　curve　P’Q’上のM’”に位遣するかも知オ七ない。蓋し
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P．W！　R”　　　　　　Ri　　　　　　　　R　　　　　　　　　pノ

Q’　　B　　　　　　　A　　　Q
　　Fig。　5　（2＞〈v＞1　・IH）

0’

ただA，Bの立地点が転倒したのみで，利潤には全然変　　　　礎に1＞ω＞oの場合はどのようになるであろうか。

化がないからである。從つてこれは不安定的不均衡のも　　　ここではdの値は　co＞d＞1というような結果とな

との立地決定と君えよう。具体的にA，Bの立地点はそ　　　る。Fig．7にて示されるように全市場が1として琳され

れそれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るような場合には，Aの市場構造はAMlPIR1により1

　　　　　　1＋乱暑　　　1郷諮1畿鰯譲麓憲難
にして・両者・も・－3盾T墜・・，幡・嶽；、製繍錨瀧鷺瓢繍
離れた地点・・位置・・一・・23 |多11嚇…i・1心。に粉な。エ、繍格。引上げ。であ。，。萱、諭

に近い点に於て立地すると推定される。　　　　　　　p，p’　　　　　　　　　　C’　　　　　　　　　　　R，　R，

　本稿では2＞ω＞1の場含は，Aの価格政策に対する

Bの三つの競争態度に隈定して，ωの1直に対するA，B

の立地をみた。しかし2＞ω＞1の闘でωの種々な値を

とつて立地を検討すれば，その1直に対応する重嬰な結果

が幽てくるであろう。紙面の都合上これらは他の機会に
　　　　　　（4）
譲ることとする。

　つぎにca　＝工のケー・スのA，　Bの立地を考えよう。こ

こでは，d＝」L・1にして，　Fig、6にて示されるように，

　　　　　　a）
A，・とも備が告・　㈱る11・場帳さは・というよ

うな場合となる。従つてかれらは，価格競争をするよう

なこともなく，同一地点に集申して，全市場の半分ずつ

を分担することになると推知するのが現実的であろう。
かく・・，・とも去の地点に立・LILし荊謂・〃一・・

ドとしての販路のみ確保し競争領域も無蕊別領城もここ

にはみられない，全くの安定的均衡の立地決定と謙よ　O　　　　　B，C，A　　・　　　O，
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，6（ca・＝　1）
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P2，　P2！　　　　　　　　　　　　C／

P1，　Plt

0
B，C，A

R2，R〆

R1，RI’

0’

Fig。7（1＞ω二＞0）

送費は不変，供給しうる市場の長さもコソスタソトであ　　　　　　PP．162－153．

、難誓1讐瀦鵬黙蓋笠疑　　意・れた励お・かれらa・勧雛厳
な…もしくはd－・な・かであ・…巴・一・　，，）し！讃驚翻茎舗嬬譲

の場触らば，もはや欄のF脳の撒に眈らない・　　　いただいた。
しかしd　＝coの場禽には，輸送嶽がゼロで，工場渡1測昏

はいずれの場所にても1で等しいから，A，　Bそれぞれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　む　す　び
いかなる位嗣：に工場を設雌するも差支えないであろう。

まして1備瀞なども行われるようなこともなく，均衡　以」1述べてきた繍1を畷にまとめてむすvcにかえた

か不醐か醗く碇と謙よう・しかし瀦の・鴨は　い・表の1，L・の・の畷・2＞・〉・の嚇の・α・騨蝉

市場の中心に落着くものとみてよいではなかろうか・　　　　出，殊に三つのみ取Lげた理由は前に詳述し，かつテク

〔註〕ωP・M・Swee・y・D・m・・d・・d・・C・nditi。…f　功・レタームについては撒rlのことであるから，ここで

　　　Oligopoly・（J・Viner　and　others（eCl・）：Readings　　繰返すことはひかえよう。ただ，このように表につくつ

　　　　i・P「ice　Th…y・1953・PP・404－409・）　　てみると・ωのf［f，iが滅少するに従い，締弄・・ような想定

　　　（2）A・P・Lem・r　ancl　H・W・Si・g…ibid・・PP・　ではA，　Bの立地が了1賜全体の帆・に鰍（aggl。m。．

　　　　148－149．　　　　　　・　　　　　　　　　ration）する傾向が明らかであることのみ附誉してお

　　　（3）A・P・Lerller　and　H．W。　Singer；ibid。，　　くQ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括　　表

一＿一圃一　．一「一1．［　　　　　　　　…｝ r門ド＿F一一11r＿罰冒一……「．一一曽困一｝圃一一一闇薗h「

@　　ω　の　値 Aの立地 B　の　立、地

l　　　　　　　　　I 1

市場形態………複…　1　競轍：・遮C・ヨ襲鯉塑難・塑顛生

・・〉・〉・　　　号　　匙（一・・25）

一・　　　薯　　去（一・…）

2＞ω＞1

－・＋23 F⇒・7・約揚　約揚（…：一。・2・）

・÷・・5　　書　き（晦・・33）

－3＋ｿ・・3・　約菩　約9（≒・．・・

。。・　　　　岩　告（一・・5）

・〉・〉。　　　垂　告（一…）

一・　　　　垂　去（一…）

BのAに対する111と
初のストラテジーω

立地移動

現在位罎の維持

立地移動

：L：場渡価格切下げ

規在位撒の維手寺

現在位蔵の維搏

工場波価格引上げ

　　不　難
　　　　　　〔2｝

均　衡　状　況

安定的｛く均衡

安定的不均衡

安建的不均衡

不安薫1’1勺不均衡

安定的不均衡

安宜三i’i勺工向復i

安建的均衡

　　不　驚
　　　　　　（2〕

〔註〕ωAの最初のストラテジー1こついては紙面の都台」繍略させていただいた・Rl！：flUについては本文をみ

　　　　　ていただきたい。

　　　（2）これら「不定」は数単での「不定」と同じ意味をもつ。


